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平
成
29
年
に
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
る
「
全
共
（
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
）」
に
向
け
て
、
今

年
の
「
県
共
（
宮
城
県
総
合
畜

産
共
進
会
）」
は
仮
想
全
共
と

位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
出
品
す
る
牛
を
集
め
て

栄
養
度
の
確
認
や
毛
刈
り
、
整

列
の
訓
練
な
ど
を
行
う
調
教
指

導
会
を
実
施
し
て
か
ら
県
共
に

臨
み
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ

り
、
各
部
門
で
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
団
体
総
合
優
勝
と
い

う
、
う
れ
し
い
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

登米和牛育種組合

 組合長

　

宮
城
全
共
で
宮
城
県
が
上
位

を
狙
う
た
め
に
は
、
登
米
市
だ

け
で
な
く
県
内
全
体
で
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
登
米
市
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
よ

う
、
今
後
に
向
け
て
一
つ
一
つ

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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県総合畜産共進会・肉豚の部

㈲ピッグ夢ファーム（豊里町）

　県総合畜産共進会・肉豚の部で、農林
水産大臣賞・県知事賞を受賞した有限会
社ピッグ夢ファーム（佐々木章

しょう

一
いち

代表取
締役）。出品した豚の肉質が評価されて
の最高賞です。農林水産大臣賞の受賞は
昨年に続き２年連続。これまで同共進会
の大臣賞受賞は優に 10 回を超えるなど、
その技術は折り紙つきです。
　㈲ピッグ夢ファームは母豚約 400 頭を
飼育する一貫経営で、従業員はパートを
含めて７人。代表の佐々木さんは「今回
の大臣賞受賞は、何より若い従業員たち
の励みになります」と笑顔で話していまし
た。


